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.臺
北
帝
大
敎
授
小
葉
田
淳
氏
は
、■

に「

中
世
南
島
通
交
貿
易
皮
：の
研
究

」

<

:

|十
四
牢
刊̂

本
評
論
社
發
行)

を
以
て
室
所
時
代
に
お 

〈

け
る
琉
球
と
n;
,本
本
土 
•明
•
通
羅
•
舊
_(

パ
レ
ンX

ン
>

滿
刺
加
と
.の
逋
交
貿
易
、に
つ
：い
て'の
深
き
研
鑌
を
發
表
さ
れ
、
次
い
で

「

中 

ハ
世
日
支
通
交
贸
易
史.の
研
究」

®

和
十
：六
印
刊*

刀
$

_

發
行〕

を
以
セ
遣
朋
船
貿
易
及
び.そ
_の
麁 

I

し
_

f

公
け
把
さ
れ
、
f

は「
改
訂
增
補
日
本
貨
幣
流
通
史

」
〔

.昭
和
言

名

：
の.落

書

よ

り

，も
-:
百

餘

頁

を

加

，
へ

.

.我
が
國
の
.中
世
よ
り
近
世
初
期
に
室
る
間
の
貨
幣
流
通
發
捧
の
：眞
相
を
_
明
.さ
れ
た
.の
で
'あ
る 

.が
、.
.そ
の
間
昨
年
十
..月「

.史
說
自
本
と
南
支
.那」
と
題
す
る
r
百
五
十
真
圖
版
十I'

一
槳
の
書
を
豪
北
市
の
野
.田
書
房
よ
り
上
肆
さ
れ
た
。 

私
は
頃
白
人
手’
通
讃
す
る
と
と
が
出
來
た
の
で
ゝ
ん
ま
機
會
を
得
て
と
‘れ
を
紹
介
し
た
い
と
思
ふ
？- 

.

本
書
は
本
邦
と
南
茭
那
と
わ
交
涉
に
由
緣
あ
る
’九
篇
め
論
玄
を
集
め
た
も
め
セ
あ
る
が
ノ
序
文
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到
下
從
事
5:
れ
て
，ゐ
る「

黛
町
時
代
以
後
鎖
國
.に
.至
，

る
！！！

支
通
交
貿
易
史
の
研
究」

■の
：間
に
生
れ
.た
副
產
物
で：

冷
る
と
い
ふ
。
分
量
よ
り 

す
れ
ば 

一一、
一
|を
微
い
ズ
小
篇
と
知
い
ふ
べ
き
：.も
め
へ
で
.あ
ら
5
が
、
然
：し
敎
授
の
.前
記
諸
著
書
に
.親
し
ん
だ
人
^
に
と
；つ
て
熟
知
サ
ら
. 

れ
て
ゐ
る
如
く
、
そ
の
孰
れ
.も
い
：さ
V
.か
も
考
證
を
.忽
せ
.に
：さ
る
、
.こ
t
な
き
克
明
.な
論
考
.で
：あ
.り

、

且

つ,■
度

雜

誌

や

新

聞

に

發

表
 

さ
れ
た
後
に
修
補
の
.勞
を
下
す
こ
と
を
悟
ん
.で
を
ら
れ
ぬ
'も
の
へ
で
あ
る
*0
し
か
も
そ
_

誌
と
い
ひ
新
聞
と
い
ひ
そ
の
' 
一
 

'つ
を
除
い
て

鲁
.て
毫
_
島
内
で
發
行
さ
れ
た.も
.の
.に
係
は
る
故
、
こ.れ
等
’に
.親
し
み
離
い
内
地
：に
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:る
吾
：タ
：に'と
.つ
.て
は
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書
の
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刊
は
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意
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.
先
づ
第1

論
：文「

膪
史
4
ょ
り
觀
.た
る
我
が
.國
.と
福
建
と
'の
.關
係」

は
、
遺
腐
使
*
我
，4
降
め
_

が
國
と
：.福
建
.と
.の
通
交
*
文
化
傅
播
關

係
を
概
.觀
斧
れ
た
：も
.
0
.
で
.ぁ

り

、

特

に

我

，が

.國
纪
來
航
ザ
る
宋
商£

_
建
人
多
.き

こ
と
.を
實
證
さ
れ
、と
，..れ.を
中
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禪
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漸
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.擾
秀
.な
大
.睦
0'
雕
_エ
の
、來
朝
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跳
，が
：印
刷
文
化
に
及.ぼ
せ
：る
貢
献.を
述
べ
ら
れ
そ
'ゐ
备
。第1

1

論
文f.

明

代

漳

泉

人

め

.海

外

通

扃

發

展
J
a
.第
四
_
文r

福
州
菜
遠
驛
に
づ.，い
^i

の
，.，一.一
篇
は
，前
著「

中
世
谳
岛
通
交
質
易
與
の
：硏
究

」

：の
記
載
を
補
は
れ
た
も
、の.で
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前
紫
は
’
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ハ
七
貢
0
海
澄
税
關
.
_の.銅
税
制
度
に
知
い
モ
筲
略
さ
れ
た
盤
驗
及
び
密
航
•波
貨
•塊
«
等
の
防
止
.や
餉
税
制
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I

ベ
、
.

&
こ
：|

代
.0

.

1質
f

:

葡

^ ̂

西 

破
牙
や
和
蘭
等
^
外

國

側

史

料

，の
，
周

到

友

檢

时

と

i
俟
.：つ
て
說
か
れ
て
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る
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前
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に
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文
引
は.
.：：

「

®
初

铄

次

.
マ

百

張

を

以

て

率

と

. 

• 

• 

- 

•
- 

-
I 

. 

一
. 

•' 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

.

し
.

」
「

s

l

s

f

定
I

ぁ
つ

I

f

明
s

s

、
8

^

ベ
ぎ
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か
と

'

ぃ
ふ
事
は
限
定
さ
：れ
：

y

ゐ
な
か
つ.

た
ぢ
モ
六
ニ
食
ぶ
さ
れ
て
ゐ
乾
れ
で
ぁ
づ
だ
が
，
本
論
文
で
は

「

'

當
初
；は_

次
給
引
甚
十.

ぃ
張§:
-
;以
そ
率
と
し
每
國
ー
一
、

1
1
.
ー_

の
：
通

商

：
に
ー
限
'
定

じ

^

一.c
a
M
M
w

と

改

め̂

作

て

ゐ

る
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又

嘉

靖

.の

海

寇

に

：
つ

い

て

.は

前

著

四

八

，
六

—

. 

-
• 

. 

-
• 

• 

• 

/ 

, 

.

. 

.

. 

•

.

四
%

八
頁
，に
說
が.

れ
_.

た
と

.

匕
ろ
ヤ

_

あ
る

_

が
'

本
書
め
：

.

お
_.

い
：て
：も
寇
舶
士
蔽
舶
と'

を
断

1
^

■ 

■ 
- 

. 

' 
-
.
へ.
.
.
.
.
.
.

.

.
V
. 

. 

. -

.
 

■/ 

.
、

-

fe
る
と
.い
：.ふ
.事
は
、
：'支
那
.人
.
.に
就
：
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.
1般
-に
^
ひ
得
る
事
で
ッ
邦
人̂

對
し
て
は
彼
^
於
け
名
程
度
^
は
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當
ぃ
し
な
い-
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へ
後
篕
卽
、ち

_ニ 1
1

1
.
1
U
三
：

4
.

頁
'に
述
べ
：ら
れ
る
：とb
ろ
が
ぁ
々

慶
允
年
に
.互
：る
'間
の
館
,
の
#
築
.に
關
1>
:
ズ
補
^
さ
れ
た
も
"の
で
ぁ
.る
。
第
三
論
文「

.福
建
：人
>:
.近
代
の
日
寞
交
渉」

は
、.：

各
.服
.に 
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.那
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.、の
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：で
數_に
お
^
て
も
勢
ヵ
に
：お
い
て.も
：福
建
八
が
優
越
し.て
.ゐ
恕
七
と
^
指
摘
さ
れ
、.特
.に
長
崎
の
住
宅
蕾
人
に

ト.
.
，
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：
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ぁ

り
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"

又
我
が
文
化
史̂

に
'

お
け
る
福
建A

J

.

の
錄
涉
を
隱
其
大
_

を
盟
生
と
す
冬
禪
僧
め
來
朝
と
黄
檗
宗
の
傅
來
と
を 

-

け

ベ

：ち.

れ
.

て
ゐ
：みo
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,
,以
上
.の
'四
®

我
が
國
と
福
建
，>
の
_
係
を
主
：と
し
.た
も^
で
ぁ
'る
が
、
第
五
論
文T

歷
史
上
よ
り
觀
た
；る
我
が國
匕
餅
洲
地
方
と
.

.
0
交
渉」

.：は
福
建
と
自
然
的
經
濟
的
條
怦
M

fe
:
'w
.て
.！！
似
し
た
潮
湖
地
友〔

廣
東
東
部
5
の
通
商
並
び
に
海
運
が
我
が
國
に
對
し
て
有
し
，
 

'*
|

を
取
嵌
ふ
0
;
'そ
し
て
.こ
め
潮
州
：.
福
建
：兩
地
岁
の
敝
舶
め
畏
崎
來
麻
が
貞
享
及
.び
元
祿
初
年
6
^

つ''
寧

波

，
南

京

：を
主
と
：す

る

淅

江

•
社
蘇
の
：船
舶.
が.
絕
對
的
に.
優
位
を
占
め.
る
に
至
つ
た
现
由
を
1.
敎
授
.は
康
熙
ニ
十
三
年
從
來
の
禁

洋
が
.解
か
れ
た
こ
と
：.に

求

め
.^
れ
る
o.

即
ち
；支
_
船
，の
.海
外
通
商
：が
厳
禁
さ
れ
て
ゐ
.る
.間
.
'禁
制
を
犯
.し
て
雨
沸
方
人
の
放
爲
性
は
最

:

,
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-
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- 

\
' 

• 

•
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•
.
.
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*
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... 

• 

• 

-- 

'

も

よ

く

發

揚

ざ

れ

た

の

で

ぁ

ー

つ

た

が

、

右

の

，
開

：禁

に

：
よ

つ

：
す

江

.浙
人
わ
活
動
は
自
由
と
な
；

0
そ
の
豐
富
な
る
資
本
と
.最
大
な
る
貿
易
貨 

'物
、
M
K
我
.が
；國
に
釾
す
る
：そ(7
3
她
_
的
.優
越
性
は
、
：

 

'彼
等
江
浙
人.の
.日
本
貿
易
を
優
管
：ら
：し
め
た
の

.で
办
っ
た
。
.
こ
の
他
方
康
熙 

■
の
.間

禁

は

、
，
衆

滞

*潮
汕
地
方
め
船
入00
南
海
方
商
に
對
：す
る
活
動
を
：

「

層
自
由
叙̂

^
め̂
へ
る
こ
と
に
な
り
、
南
洋
華
僑
が
こ
の
頃
か
ら 

增
顧
し
た
の
も
自
ら
こ.れ
.忆
#
な
.ふ
_
象
で
ぁ
づ
：た.と
.い
は
れ
ヤ
ぬ.る
/\
|
六
；ー
丨::
:
頁
0
0
.
■

尙
敎
授
は
貞
享•
•■
%
祿
•
寧
水
年
間
に
お
け
る 

長
崎
來
航
：の
吏
那
船
の
中
か
ら
福
建

•横
東s

y

淅
船
を
選.び
出
さ
：れ
る.に
當
つ
て
、
飞
記
錄
忙
菜
地
灶
出
船
と
ぁ
る
は
-
船
頭
よ
り
の
申

t'
, 

- 

. 

.

.

. 

- 

• 

■ 

•
, 
. 

' 

V 
.
.••
• 

- 

.

.

達
に
據
る
は
勿
論
で
ぁ
る
が
、
之
は
頗
る
便
宜
的
.
.の
.決
.め
，方
'.で
、
.
.該
船
：の
.始
發
地
.を
.指
す
と
は
限
ら
ず
、
途
中
の
寄g

地
を
冠
す
る
.場 

合
も
.多
い」

c
!
;
w

六
丨
七
，
！

と

適

切

な

る

注

意

を

彿

-は
れ
て
.ゐ
る
>'
,こ
れ
杖
私
自
身
獨
逸
ハ
，ン
ザ
船
舶
の
通
商
の
程
度
を
考
量
ず
る
場 

，合
に
屢
^
腐
感
す
^

と
^
ろ

-^
の
ヤ
フ
本
書
広
私
执
名
歡
贺
の
’圖
表
を
作
成
す
る
^

^
に
潜
め
ら
れ
た
敎
授
の
勞
苦
が
如
何
に
大
き
な
.. 

も
の
で
.あ
つ
た
か
、
.そ
の
一
部
分
■な
り
と
も
感
得
す
る
こi
.

が
出
來
る
や
う
に
思
つ
.た
こ
ど
で
あ
る
o
. 

.

.

.

.

:
.膨
六
.
|
1文「

海
南
.島
外
國
贸
晶
史」

‘、顧
七
論
文
-'
1
觀
南
岛
外
國
質
易
史
補
說」

.は
、
唐
代
特
に
宋
代
以
降
ァ
ラ
ブ
商
人
の
來
商
、
支
那
商
,. 

入

の

往

市

、
ハ

南

海

各

：雕

ょ

り

：
の

f

襲

通

商

が

益
I

I

り
、
'
そ
i

る
事
實
に
筆
を
起
し
、
寬
文
ょ
り
正
德
に
1:
る
約
五
十
钷
間
に
海
南
仕
出
：し
衣
稱
す
る
商
船.
十
'餘
隻
が
長
崎
に
來
航
通
^

た
.匕
と
を 

述
ベ
、
下
ク
て
第
屮
：九
佌
紀
中
葉
の
：天
#-
條
約
忙
ょ
；0
瓊
州.
が
歐
來
諸
國
に
開
放
左
れ
て
か
ら
は
綿
絲
•汩
汕
等
の
を
双
な
輸
人
堦
加
に 

載
づ
き
鳥
座
の..
幼
瓶
教
家
內
X
業
品.
が
大
打
擊
を
蒙
つ
'た
こ
と
ま
^
説
か
れV

ゐ
，る.
。
行
文
の
途
中
に
お
い
て
、
蟹
民
が
元
人
に
し
 ̂

明
朝
興
起
後
逐
は
れV

永
上
に
居
住
す
る
も
の

と

な

つ
：
た

ぢ

の

傅

說

は

g

季
淸
初
の
後
に
，
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ 

'る
ハ
^
九
八
茛
い
？

：
 

.. 

X 

;
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次
^
應

永

十

：五

年

：若

^ '
に
"、
■.又
'同r

i

十
一
ハ
苹
薩
_
に
來
着
し
'た
南
蠻
船
.は

從

來

风

哇

船

と

想

定

；
さ
：
れ

て

ゐ

た

が

ぃ

敎

授

は

先

.;
¥

歷

代 

<寶
案
中
ょ
り
琉
球
。
舊
吧_

#
の
^
書
お
得
て
、
，右
の
南
餐
船
が
ス-マ
ト
ラ
.の
舊
港
S

レ
' ン
、ィ
ン}

の
船
な
、る
こ
と
を
明
か
に
：さ
れ、こ 

W

を
，就
著「

中
抓
南
岛
澈
交
質
易
史
の
：硏
究

J 

.啤
丸
3£
:—

成
0
1
1頁
>
に
_お 

い
ま一

ー.十
六
年
の
.南
蠻
船
に
0. 

.'

い
て
新
た
に
島
律
公
爵
家
文«
に
ょ
七
更
に
そ
0
^
1茛
を
確
認
泠
れ
た
の.が
、
'本
書
<0
第
八
.論
文
.

「

應
永
年
間
來
航
.

Q

南
蠻
艄
に
關
す
. 

.る
，.

1

_次
書」

;;
.
'で
あ
>̂
;:
ヴ
短
^

^
は
あ
^,
が

、

史

實

汔

斷

定

忙

際

し

極

：め

.て
愼
重
.な
態
度
を
持
す
る
こ
と
：の
必
要
を
示
さ
れ
る
上
に
好
個
. 

の
.も

の

セ

お

各

。
ー

.：
し

が

も

敦

授

の

，
こ

'の

努

カ

祀

も

拘

は

ら

ず

今

尙

舊

說

は

そ

め

，
姿

を

消

.さ
な
い
。.
.例

べ
_ば
舟
.越
康
#
氏 

「

東
南
' 

:
.
.
ァ
！ジ
ナ
文
化
圈
史」

2
ー
潘
讲
發
行..

〕

'
1
.
.

1

九
'

~"三

一
1
0頁
に
、.
.應
永
十
2r
年
'の

南

蠻

船

：は
.マ'^
ャ
'̂
の
.使
船
で
.あ
つ
た
.で
あ
ら
.ぅ
と
せ
ら
れ
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. 

し
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• 

.
 

.
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L..
 

r
 

.

て
'

ゐ
各」

と
述

Y

V

威
#

.

1

十
K

m

の
も

.

のk

「

何
處
の

.

船
で
；あ

7

た

か

不

明

ゼ

：：あ

'

る
じ'

.

と
.

さ
れ
て
ゐ
る
如
き
ヤ
あ^ .

?

こ
.
.

の
書
に
は
右
：

.

の.

@

所
に
續

.

ぐ
象
節
の
參
考
女
獻
と
し
そ
小
葉
田
^ -

授
の
俞
揭
警
か
揭
げ
ら^

て
ゐ
ぶ
以
上>

 

舊

港

船

說

に

^

い

て

.

一'

f r

さ
れ
て
然
る
ヽ
，
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<

$

で」

あ
.

つ
た
と
考
へ.

る
の
：は

»

理〔

で
あ
：ら.

ぅ
'

か
，
蒙

_々

舟
越
氏
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は
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パ
ノ
へ
ン
ハ
小
葉
呵
淳
著^
史
課
日
本
ミ
南
吏
那'

.
-

.

.

.

.
'

.

,

:
 

:

/ -

l

o
八

.

い
.

V
.

の
；概
觀
書
で
あ.る
。.
同
氏
_

ら
.い
は
れ
る
如
く
ぺ
東
南
ァ
か
ャ
史.の
痛
觀
：と
い
ふ
：如
き.：
は

先

人

：
の
.
業

«

に
範
を
求
め
る_と
と
.が
困

i 

; 

- 

* 

< 

/
. 

，-
-V
. 

.

.難

.で
^,
;
り
•

#
代
區
分
.、.
史
饑
の
M

、.
塵

：の
方
法
等
殆
ゼ
す
べ
て
筆
者.の
創
章
に
俟
允
ね:^
/
為
ら
ず
、

」

：相
當
の：

苦
心
を
要
.し
た
の 

,

で
あ
つ
：た
1_
.と
は
、
：秘
も
亦
さ
こ
ぞ
と.同
感
^

禁
じ
徵
#

い
0;
.で
あ
夸
が
、
然
し
そ
め
：他
方
に
，お^
 

'
そ
.
$叙

述

は

愼

霉

で

耖

り

た

：
い

と

考

：
：
べ

.孝

る

を

务

な

い

。

：
こ

0
风
哇
艢
ど
顰
港
船̂
と
^̂

もg

で
は
な
く r
及
ん
‘
T
Sは

當

時

の

。
ハ
：
レ
ー
ン

-
ン(

ス
へ
マ
ト
ラ)

と
瓜
哇
とQ

政
治
■

支
配
關
係
.

Q
.

如
何
に
も
關
聯
す
る.ぐ
と
.に
：想
到
す
， 

吝
な
ら
ば
、.
尙
更
.周
到
：な
用
意
を
必
：要
と
す
る
と
思
ふ(0
.
で
?>
る
0,

. -

. ■ 

:■

.
い
さ
V

か
書
評
，の_

は
.そ
れ
喪
が
> 
本
書
最
後
の
論
文「

砂
糖
の

史
的
研
究j

は
、：

我
が
國
.に
お
ける

近
世
初
期
以
前の

渺
糖
輸
入
の

史
的
事
實
を
中
心
：に 

享
保
年
.間
以
來
の國
内
糚
業
の.
勃
興
事
情
^
も
併
せ̂

述
べ
.ら
れ
た
も
.の
で
あ
^

•
 

• 

•• 

• 

. 

• 

. 

- 

'

.

も

古
;<
':

傅
へ
ら
れ.
た
も
，
.
.の
_

と
し
弋
、ブ
慶
廣
年
間
难
美
大
島
の
.

直
川
智
が
間
地
方
：に.漂
着
し
製
糖
法
を
得
，て
歸
國
し
た
.
と
傳
，へ
る
が
、
こ

.

れ
ぢ
つ
_
い
.

て
_

敎
贤
比「

直
川
智
が
大̂

«

業
史
]1
.
に
貢
献
ぜ
る
事
の
大
备
る.事
は
何
人
も
疑
は.
な
い
、.然
し
公
平.
に
い
，つ
：：て
直
川
智
の
所

• 

»
; 

. 

.

.
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- 

- 

- 

- 
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- 

• 

- 
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- 

• 

• 

. 

•
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.. 

-

''
■

傅
は
髙
き
史
料
的
價
値
办
る
も'の
：で
は.
な
：い

;-
9

直
川
智
の
所
傳
は
所
傳
と
し
セ'保
#

す
る
は
勿
論
必
要
な._る
事
實
な
る
も
、
大
鳥
製
糖 

"

の
創
始
に
就̂

セ
は
猶
赝
値
高
き.
史
料
：の'
發

見

考

薇

：に

_

ょ

づ

：
'

て
之
を
版
判
ず
ぺ
き
も'の
と
藤
ふ」

.
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貪
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と
て
、
愼
童
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態
度
を
持
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圓
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，'
さ
れ
て
ゐ
る::
0

>'

れ
上
對
蹦
的
汝
態
度
と.し
七
感
じ
於
の
.：は
、
田
村
榮
汰
郞
氏
の
近
著
：

i

'

本
工
業
前
史」

-C

取
洋
舞
發
行」

に
記
鑛
さ
れ 

^

と
こ
ろ
で.
あ
<>

て
、
田
，村
氏_
.は
'

直
川
智
.
の
所
傳
を
.引
き'-

;「
少̂

怪
し
い
點
が.
れ
る
け
れ
井
、'
こ：
^

.

事
實
せ
あ
.
る」

s

1

Q

S

と
甚
だ
.

簡
單
に
片
付
げ.
ら
机
.
て.
ゐ
る
。
：孰
れ$:
.

奴

セ

是

と

：
し

_

と
：
す

る

か

は

.
措

い

て'、

こ

の

一

一
.つ

の

態

度

の 

括

拒

す

：る
：
こ

と

を

：

.
こ
'
の

紙
#

^

附

記

.し

V

置
ぎ
.

た
い
。"
爾
小
槳
田
敎
授.
が
本
論
文
：に
.お
い^ '

ょ
り
は
琉
球
人.
の
：海
外
貿
易
を
介
し
て
將
來
し
ぢ
も
の
^

多
含
こ
.
と
を
述
べ
ら
れ
ャ
4

る

と

、
と

は

(

.
ニ
三
 

一'
I

I

;頁〕

、
管
す
べ
き
で
あ

:

.

.

.以

.上
は
尜
書
'の
要
旨
を
摘
館
し
'た
；に
.過
考
_な
い
。:

敎

授

は

序

文

：
に

r

本
書
に
收
め
粑
九
の
：小
篇
は
、も
i

ょ
b

多
く
は
硏
究
の
名
に
ft 

.せ
ぬ
も
め
ヤ
ぁ
き
と
謙
遛
さ
れ
：て
ゐ
る
が
、
.そ
.
.の
當
ら
ざ
る
と
と
.は
本
書
に
接
じ
兔
#?
れ
.普
?̂
ぐ

感

中

る

と

こ

ろ

.で

あ 

:
.'6
麁
し
そ
も
そ
れ
は
_巷
間
に
.往
々
見
る
體
0

^
の
.で

は

決

し

；
て

為

い

6

南
方
研
究
め
« ;
に
關
心
を
有
す
る
人
々
に
對
し
て
は
勿
論
、
廣 

K
.
.
1
殺
の
人
士
に
凊
本
書
に
就
.か
れ
ん
こ
と
を
要
望
：し
' 
..他

方

敎

授

が

こ

V
數
苹
來
從
事
さ
れ
て
ゐ
る
.大
業
の
衆
成
を
待
望
し
て
や
ま 

な
ぃ
次
第
で
ぁ
.る
。
ム

小
葉
'
m
淳
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